
領域 重点目標 自己評価結果(成果と課題) 評価 次年度への改善策

学

校

運

営

「伸ばせ人間力!!」をス

ローガンに掲げ、人間力を

高める指導を実践し、社会

で活躍できる人材育成を目

指す。

・ユネスコスクール加盟に向けた取り組みが認

められ、ユネスコスクール・キャンディデート

校として承認されたことは、生徒たちの視野が

広がり、国際的な課題に対する関心や意識の向

上が期待できる。

・地域イベントへの参加や企業訪問の実施によ

り、生徒が社会との接点を持つ機会が増え、生

徒は社会への関心を高め、自身の将来について

考えるきっかけとすることができた。

A

(3.2)

・ユネスコスクールとしての正式加盟を目指

し、教職員を含めてユネスコスクール活動内容

への理解を深め、参加意識を高めるために学校

全体で取り組む。

・地域イベントや企業訪問の活動を継続し、連

携を強化することで持続可能な協力関係を構築

する。また、多くの生徒が参加することで学び

を深め、成長する機会とする。

学

習

指

導

基礎学力の確かな定着と向

上を図る

・ロイロノートやwebテストを利用した小テス

ト、各種課題配信など、ICT教材積極的に利用

することができた。

・スタディサプリの課題配信を定期的に行い、

Englishでは、定期的に小テストを実施した。

・配信された課題において、評価対象の課題に

ついては積極的に実施しているが、自主的に課

題に取り組む姿勢がまだ見えないのが課題であ

る。

B

(2.8)

・タブレットを用いた授業や正しい運用方法を

学ぶ研修等が必要である。

・生徒の学ぶ意識の向上が課題であるため、

様々な方策を用い、学習習慣が見につくように

指導していく。

・教員の授業の更新が必要である。時代に合っ

た最善を見つけるべく研修・研究が必要であ

る。

生

徒

指

導

「挨拶・身だしなみ」を徹

底し、落ち着きある学校生

活を送る。

・昨年と同様の評価で、向上がなかったと感じ

る。これも昨年と同様に、教員と生徒と保護者

の間に生徒指導に対する意識の差があった。生

徒指導は生徒指導部だけでは成り立たなく、学

校全体で教員全員でやらなければできないこと

である。特に「身だしなみ」「挨拶」に関して

は、もっときちんとしたい。また、生徒の悩み

や問題に適切に対応するために、担任を筆頭に

もっと生徒に目を向けなければいけない。

A

(3.2)

・来年度も「挨拶」と「身だしなみ」を徹底し

ていく。教員から挨拶をする学校にしていく。

・身だしなみについては、全員が共通意識を

もって平等に指導する。生徒指導部が率先して

やることで、全教員で生徒の手本となる指導を

実践していく。また、月毎の生徒指導目標を立

て意思統一を行い、教員全員での指導を目指

す。

・担任は１日でクラス全員と話すことを心がけ

る。

進

路

指

導

生徒が自らの生き方を考

え、望ましい将来像を描

き、各自の能力や適性、興

味、関心に合った進路を考

え決定することができる。

・1年生の10月と2年生の5月に進路適性診断を

実施 し、結果を基に進路学習会を実施した。

自分に適した職 業や学問から、東海大学の学

部学科を調べたり、進路決定に向けての参考資

料として活用した。

・生徒自身が進路目標を明確に定めることがで

きるように、懇談の機会を有効に活用し進路希

望調査を実施できた。

 ・保護者対象の東海大学の説明会を、PTA総

会の場で実施できた。また、12月には大学見学

会を湘南キャンパスで実施できた。

A

(3.2)

・学年毎に進路目標を設定し、生徒１人ひとり

が自身の進路選択と向き合える機会を持たせて

いく。

 ・保護者を対象とした進路指導に関する情報

提供の機会を計画していく。参加者が増えるよ

うに啓蒙活動を行っていく。

・教員研修を適宜実施し、進路指導の在り方に

ついて全員の先生方が間違えなく理解できるよ

うに情報提供をしていく。

特

別

活

動

生徒主体で動き、校内外両

面で新たな活動を行ってい

く。

・校内での学校行事に関しては、生徒主体と

なって新たな取り組みを取り入れながらもおお

むね成功した。

・委員会活動は、学校活動の中で力を入れ切れ

ていない印象のため意識改革が必要だと思う。

A

(3.4)

・生徒の意見を吸い上げ、校内活動でとどまら

ず校外活動も積極的に行っていきたい。

・生徒だけでなく教員も委員会活動に関して責

任感を持って取り組むことが、活性化につなが

ると思う。

情

報

化

推

進

デジタル化を推進し、授業

でのICT活用や地域への広

報活動を行う。

・Instagramを積極的に活用し、フォロワー数

が急増するなど、本校の活動を地域に広く発信

する効果的な手段として定着した。

・デジタル採点を導入することで、教員の業務

負担を大幅に軽減することができた。

A

(3.3)

・授業でのICT活用をさらに進めるため、生成

AIを活用した教材作成や個別指導の強化に取り

組む。また、生成AI活用の研修を開催するなど

教員のスキル向上を図る。

・SNSの活用を拡大し、学校行事や成果を即時

に発信できるよう迅速な体制を構築する。

2024年度　東海大学付属甲府高等学校　学校評価(自己評価)

評価(4…十分達成している　3…概ね達成している　2…どちらかというと達成していない　1…ほとんど達成していない)

A…概ね良好である(3.0以上)　B…工夫・改善の余地がある(2.5～2.9）　C…工夫・改善の必要がある(2.1～2.4）　D…根本的に工夫・改善を図る必要がある(2.0以下)


